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こんにちは！

今回は、研究テーマと指導教官を決めるまでのプロセスにつ
いてシェアしたいと思います。

研究テーマと指導教官決め
統計学科ではPhD2～3年目に研究テーマと指導教官を決める

ことになっています。私は以下の3点を意識しました。

• 自分が解決したい社会課題、貢献したい統計分野
私は統計手法を用いて、自然災害の被災状況を迅速に把握し
復興策を提案する研究や、人間活動が大気・植生・水環境に

与える影響を調べ改善案を提案する研究を考えています。そ
のカギとなる空間因果推論で新しい手法を模索しています。

• 自分と同じ課題意識を持つ教授
実は統計学科に空間因果推論を専門としている教授はいませんが、因果推論の教授と空間解析
の教授はそれぞれいます。また、公共政策大学院には、自然災害・環境影響に精通する教授が
います。そのため、複数の教授に指導を受けることを視野に入れました。

• 自分のニーズに合った教授
専門知識以外に重視したのは、教授が話しやすい人かどうかでした。特に、研究がうまくいか
ない難しい局面に直面しても、研究を仕上げるため、辛抱強く前向きな姿勢で意見を発してく
れる人を探しました。

研究と指導教官を見つけるプロセスは思い通りいかないことの連続でした。研究テーマです
が、統計分野にとって新しいものであると同時に、応用先の分野で実際に役に立つと見込める
ものを見つけるのが難しかったです。候補のテーマからさらに、教授の興味・専門性があるも
のを選ぶのですが、中には「発展性のあるテーマだと思うが、自分の専門分野と離れているた
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12月、芝生の上に落ちた銀杏



め、具体的な指導をするのが難しい」と教授に伝えられることもありました。テーマ選びは複
数の制約条件を同時に考慮する最適化問題のようでした。

また、忙しい教授と話をするときは工夫が必要でした。メールでミーティングの日程を設定す
るのは時間がかかるため、教授が毎週設けているオフィスアワーの時間に立ち寄ることが多
かったです。ときには、教授がキャンパスを移動するときに一緒に歩きながら話をすることも
ありました。ミーティングは、私が研究テーマの案と関連文献をシェアし、それに対して教授
が意見を述べるという流れでしたが、教授は論文の要点をすぐに理解し新しい考えを出すの
で、たとえ話す時間が10分であっても収穫がありました。

研究テーマについて3名の教授とそれぞれ話し合い、結果として、統計学科のサム教授と、公共

政策大学院のソル教授の指導を受けることにしました。サムは因果推論のマッチング法を専門
としていて、提案したテーマに興味を示してくれました。ソルは計量経済学・機械学習を用い
て持続可能な資源管理をするための研究を行っており、空間因果推論に関する論文も出してい
ます。ソルとは、データサイエンスのプログラムDS421のセミナーを通して知り、2年次には

（衛星画像データを用いて地域の経済状況や自然環境をモニタリングする）共同研究を行いま
した。学生の意見を尊重し、研究で行き詰まった時でもアイデアをどんどん出すので、話すた
びに刺激を受けます。春学期は、空間因果推論をテーマに、サムとソル、それぞれの教授と研
究を進めていきます。
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9月、夜7時の時計台 
 Sather タワー と Doe 図書館

12月、ローレンス・バークレー 
国立研究所の近くにある 
グリズリー・ピーク・ 

ビスタ・ポイントからの夕焼け

11月の朝9時、 
濃い霧に覆われた  

Sather タワー



卒業生の進路

統計学科のPhD卒業生の多くは民間企業のデータ解析・研究職に就職します。中でも最も多い

のは、グーグル、フェイスブック、ウーバーなどのテック企業ですが、最近はヘッジファンドに

就職する人もいます。卒業生の3割ほどが、ポスドク・助教授など大学の職に就きます。

2019年の山火事

10月12日、大型台風19号「ハギビス」が日本に上陸し、膨大な大雨被害をもたらしました。同

時期、カリフォルニア州では山火事にまつわる被害が広がっていました。

長年山火事に悩まされているカリフォルニア州ですが、今年は例年と比べて異なる点がありま
した。それは、山火事の発生を防ぐため、ガス・電力会社パシフィック・ガス・アンド・エレ

クトリック（PG&E）が大規模な計画停電を実施したことでした。PG&Eは昨年の山火事「キャ

ンプ・ファイア」の火元が同社の送電線にあったことから、賠償負担で経営破綻に陥っていま

した。そのため、乾燥と強風が重なり電線発火のリスクがピークに達した10月、35群・約150万

人を対象とした計画停電を実施したのです。

バークレー市も影響を受け、大学は10月9日～11日および28日が休講になりました。PG&Eはカ

リフォルニア州北部の電力を供給する唯一の企業なので、電子機器の継続的な使用が必要な人
や高齢者にとっては困難な生活が余儀なくされました。山火事発生の原因は、気候変動からな

る生態系の乾燥だけではなく、送電網の整備不良など、人為的な要因が大きいということを改
めて痛感しました。
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計画停電状況を表示したSan Francisco 

Chronicle 紙のオンラインマップ（10

月27日時点）。紫が停電予定の地区、
緑の濃淡は実際に停電を経験している
人数を表しています。サンフランシス
コとシリコンバレーの送電網は安全な
地帯にあったため、停電対象外でし
た。PG&Eのサイトはアクセス集中で
ダウンしており、停電の状況はこのよ
うなマップ、地元紙 Berkeleyside、ツ
イッターを通して入手していました。

バークレー
サンフランシスコ

シリコンバレー

https://news.berkeley.edu/2019/10/26/uc-berkeley-operating-with-limited-power-during-weekend-outage/


大学内外の抗議活動

2019年は、気候変動への取り組みを訴える世界気候ストライキ、五大要求を解決するための香

港民主化デモなど、世界各地で多くの人々が政治・社会・環境問題に対し強く主張を掲げまし
た。

9月、UCバークレーでは、提携を結んでいる「パランティール・テクノロジーズ」の企業説明会

がキャンパスで行われる予定でしたが、学生がボイコットを計画しました。

パランティール・テクノロジーズはデータ解析のサービスを提供する会社で、アメリカの移民税
関捜査局（ICE）の移民規制に加担していることが非難されています（トランプ政権のもと移民

規制は、裁判所の手続きを行わず不法移民を迅速に強制送還、親子を引き離す措置を施行して

います）パランティール・テクノロジーズの取り組みに反対した工学部の学生が、同社の説明
会を中止し提携契約を破棄することを要求した文章を書きました。約800名の賛同署名を集め、

学科長に提出し、結果、説明会は中止になりました。

教員選考の場面では、差別的な発言をしたとある教員候補者の採用を反対する動きがありまし
た。
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10月8日夜9時、スーパーマーケット Safeway の 

飲料水の棚。配水にも影響が及ぶかもしれない 

大規模な停電だったので、飲料水を購入する 
人が続出しました。

10月29日朝10時、強風による倒木。伐採・除去は
消防署が行うため、危険木を見つけたら311に 電
話をするようにと市民に呼びかけがありました。 

https://actionnetwork.org/petitions/bears-against-ice-tell-eecs-to-cancel-info-session-with-palantir-the-tech-giant-behind-ices-deportation-machine?source=email&


バークレーでの生活

多国籍の人々が住むバークレーでは、様々な国の料理店が軒を連ねています。特に印象に残っ
た食事を紹介します。バークレーに来る機会がありましたらご連絡ください。
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